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株価は、予想一株当たり利益の拡大に

沿った展開となることが期待されます。

一株当たり利益（ルピー）

2015年通年

以降は予想

（左軸）

株価指数（ポイント）

株価指数（右軸）

インド株式 

■利下げ効果に加え、インフラ整備などのモディノミ
クスによる景気下支えも期待され、７％台の高
い経済成長が続くと見られています。 

■主要企業の業績は2015年上期に一旦低迷し

ましたが、今後は順調な経済成長を背景に利

益の拡大が見込まれています。株式市場は業

績の回復に沿って、底堅い推移になりそうです。 

（注）株価指数と一株当たり利益は、インド CNX 中型株指数。 
       一株当たり利益は、2006年1-3月期～2015年4-6月期の各四半期 
   （直近1年分）実績と、2015年～2017年の通年予想。予想は 
    Bloomberg L.P.。株価指数は2006年3月1日～ 2015年10月14日。 
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友アセットマネジメント作成 

【インドの株価指数と企業利益】 

■インドの株式市場は、9月上旬に直近の安値 
   をつけて以降、持ち直しています。 

■9月の米国の利上げ見送りや、インド準備銀行

による市場予想を上回る0.50％の利下げなど

が株式市場の支援材料になりました。物価の

落ち着き次第では、さらに利下げが可能な状況 

  です。 

2015年10月15日 

インド株式市場の見通しは？ 
利下げやモディノミクスが下支えになり、インド経済は比較的高い成長が続く見
込みです。業績見通しも明るく、株式市場は底堅い推移になりそうです。 

【インドとG７の経済成長見通し】 

（注）消費者物価指数は2014年1月～2015年9月。 
         政策金利は2014年1月1日～2015年10月14日。 
（出所）インド準備銀行、Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友 
            アセットマネジメント作成 

【政策金利と消費者物価指数】 

（注）インドは年度（4月～翌年3月）、G７は暦年。2014年は実績。 
（出所）国際通貨基金（IMF）のデータを基に三井住友アセット 
           マネジメント作成 


